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論文審査の結果の要旨

顔情報と声情報との早期統合は、他者との効率的なコミュニケーションにおいて
重要な神経基盤であると考えられる。本研究では、左右聴覚野における早期の音声
と顔との統合処理機能について脳磁計を用いて検討を行った。
健常ボランティア 22名を対象として、顔刺激［VJ、声刺激［A］、顔と声の同時刺
激［AV］のそれぞれに対する事象関連磁場成分（P50mおよびNlOOm）を計測し、左右の
聴覚野周囲の各 28チャンネノレを用いて視聴覚刺激に対する反応［AV-VJと聴覚刺激
に対する反応［A］について解析を行った。解析の結果、両側聴覚野で、視聴覚刺激
に対するP50m振幅が聴覚刺激に対する振幅より有意に上昇していた。さらに、NlOOm
成分においては、左側聴覚野において視聴覚刺激に対する振幅およびダイポ｝ルモ
ーメントが音声刺激に対するものと比較して有意に低下していたが、右側聴覚野で
はそのような有意差は見られなかった。本研究により、視聴覚刺激（音声音と顔刺
激）に対する両側P50m；および左側NlOOmの変化は、視聴覚統合（顔と声の統合）が早
期の処理段階から行われていることを示しており、その早期の神経処理機構が、
我々の社会生活におけるコミュニケーションの円滑化に寄与している事が示唆さ
れた。
以上の成績はこの方面の研究に知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文につい
ての試験はまず論文の研究目的、方法、実験成績などについて説明を求め、各調査委員よ
り専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を行ったが、いず
れについても適切な回答を得た。
よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定した。


